
日本体育･スポーツ経営学会 第 55 回研究集会 開催要項 

 
総合型地域スポーツクラブが創る“ライフ”を問うⅡ 

 

「豊かなクラブライフを支える人材の学びと育成」 
 
【開催趣旨】 

スポーツ人材をめぐっては、指導者資格の再構築、スポーツ推進委員制度の充実、地方自治体へ

のスポーツ専門職の配置、スポーツマネジャーの育成と確保、スポーツボランティアの育成、アス

リートのデュアルキャリア／セカンドキャリアの支援など多くの課題が山積している。また、

2020 年の東京オリンピック・パラリンピックを見すえたスポーツ経営人材の育成・活用について

の検討も本格的に始まったところである。こうしたスポーツ経営に関わる人材の重要性について

は、本学会でもかねてから指摘してきたところであるが、スポーツ界全体の活性化を視野に入れる

ときには、非営利分野や地域スポーツ分野の人材育成についても積極的に検討していかねばなら

ない。 
スポーツ基本法（2011）では、スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことが人びとの権利で

あることとともに、それを支える国及び地方公共団体の責務ならびにスポーツ団体の努力等が明

示された。わが国では、豊かなスポーツライフを享受するためにスポーツクラブや同好会への加入

が推奨されてきたが、クラブをマネジメントする人材の育成は組織としてのクラブの経営基盤を

強化し、よりよいサービスを提供していくうえで不可欠のものといえるだろう。これまで地域ス

ポーツ分野におけるマネジメント人材については、体育･スポーツ系の課程を有する大学・専門学

校等のほか、（公財）日本体育協会等の民間団体がクラブマネジャー養成講習会を実施し、総合型

クラブなどで必要とされるマネジメント能力を有する人材の養成を行ってきた。また、都道府県が

独自にクラブマネジャーの資格認定をしているケースも見られる。地域スポーツ分野における人

材の育成は、こうして公式に構造化された教育カリキュラムにもとづくフォーマルな学習機会に

おいて実施されてきたといってよい。一方、近年ではクラブ人材が業務のなかであるいは組織の外

で学ぶインフォーマルな学びについての関心も高まっているが、そうした多様な学びについての

議論は緒についたばかりである。 
今年度の研究集会では、このような状況を念頭に置きつつ、総合型クラブにおける人材の問題を

取り上げ、豊かなクラブライフを支える力量を備えた人材の学びと育成のあり方について、参加者

ともに考える機会としたい。 
 

■日時： 平成 29（2017）年 1 月 28 日（土） 13:00 ～ 17:00 
■会場： 早稲田大学早稲田キャンパス 3 号館 801 教室（大隈銅像の手前右側） 
     東京メトロ東西線早稲田駅下車 徒歩 3 分、都営バス早大正門前下車 徒歩 1 分 

http://www.waseda.jp/top/assets/uploads/2015/08/waseda-campus-map.pdf 
 

 

 

 

プログラム： 

 

□開会のあいさつ：柳沢 和雄 氏（筑波大学／本学会会長）（13:00-13:05）  
□趣旨説明：作野 誠一 氏（早稲田大学／本学会理事）（13:05-13:10） 
□基調講演（13:10 ～ 14:20）    

「地域づくりと人材育成」      演者：宮口 侗廸
としみち

 氏（早稲田大学） 

講師略歴］ 

 

 

 

 

日本体育・スポーツ経営学会  第55回研究集会／日本体育学会体育経営管理専門領域研究会 

総合型域スポーツクラブが創る“ライフ”を問うⅡ 

豊かなクラブライフを支える人材の学びと育成 
        【開催趣旨】 

スポーツ人材をめぐっては、指導者資格の再構築、スポーツ推進委員制度の充実、地方自

治体へのスポーツ専門職の配置、スポーツマネジャーの育成と確保、スポーツボランティアの

育成、アスリートのデュアルキャリア／セカンドキャリアの支援など多くの課題が山積している。ま

た、2020年の東京オリンピック・パラリンピックを見すえたスポーツ経営人材の育成・活用につい

ての検討も本格的に始まったところである。こうしたスポーツ経営に関わる人材の重要性につい

ては、本学会でもかねてから指摘してきたところであるが、スポーツ界全体の活性化を視野に

入れるときには、非営利分野や地域スポーツ分野の人材育成についても積極的に検討してい

かねばならない。 

スポーツ基本法（2011）では、スポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことが人びとの権利であることととも

に、それを支える国及び地方公共団体の責務ならびにスポーツ団体の努力等が明示された。わが国では、豊か

なスポーツライフを享受するためにスポーツクラブや同好会への加入が推奨されてきたが、クラブをマネジメント

する人材の育成は組織としてのクラブの経営基盤を強化し、よりよいサービスを提供していくうえで不可欠のもの

といえるだろう。これまで地域スポーツ分野におけるマネジメント人材については、体育･スポーツ系の課程を有

する大学・専門学校等のほか、（公財）日本体育協会等の民間団体がクラブマネジャー養成講習会を実施し、

総合型クラブなどで必要とされるマネジメント能力を有する人材の養成を行ってきた。また、都道府県が独自に

クラブマネジャーの資格認定をしているケースも見られる。地域スポーツ分野における人材の育成は、こうして公

式に構造化された教育カリキュラムにもとづくフォーマルな学習機会において実施されてきたといってよい。一

方、近年ではクラブ人材が業務のなかであるいは組織の外で学ぶインフォーマルな学びについての関心も高

まっているが、そうした多様な学びについての議論は緒についたばかりである。 

今年度の研究集会では、このような状況を念頭に置きつつ、総合型クラブにおける人材の問題を取り上げ、豊

かなクラブライフを支える力量を備えた人材の学びと育成のあり方について、参加者ともに考える機会としたい。 

■日時：平成29（2017）年1月28日（土） 13:00～17:00 

■会場：早稲田大学早稲田キャンパス 3号館801教室（大隈銅像の手前右側） 

    東京メトロ東西線早稲田駅下車 徒歩3分、都営バス早大正門前下車 徒歩1分 

■主催：日本体育・スポーツ経営学会  

■共催：日本体育学会体育経営管理専門領域   

 

基調講演  地域づくりと人材育成  宮口 侗廸 氏 （早稲田大学） 

調査報告  エクセレントクラブに関する調査研究報告Ⅱ(学会プロジェクト研究)   
今宿 裕 氏（神奈川大学／エクセレントクラブ研究メンバー） 

シンポジウム 豊かなクラブライフを支える人材の育成を考える         

コーディネーター：作野 誠一 氏（早稲田大学／本学会理事） 

これからのクラブ人材育成の課題：石川県における実践事例をもとに         

西村 貴之 氏 （金沢星稜大学/エクセレントクラブ研究会メンバー）  

埼玉県におけるクラブ人材の育成とネットワーキング                   

相澤 和江 氏（(一社) 彩の国SCネットワーク副理事長）  

クラブマネジャーの力量と学びの過程                            

西原 康行 氏（新潟医療福祉大学／本学会理事）       



◆日 時：平成 29（2017）年１月 28 日（土） 13 ： 00 ～ 17 ：００ 

◆会 場：早稲田大学早稲田キャンパス 3 号館 801 教室（大隈銅像の手前右側） 

       東京メトロ東西線早稲田駅下車徒歩３分 都営バス早大正門前下車徒歩１分 

        詳細 http://www.waseda.jp/top/assets/uploads/2015/08/waseda-campus-map.pdf 

◆参加費（資料代を含む） 

 一般会員：2,000円、学生会員：1,000円、非会員社会人：3,000円、非会員学生：2000円 

【プログラム】 

12 ： 30 -           受付開始 

13 ： 00 - 13 ： 05   開会挨拶    柳沢 和雄 氏 （筑波大学／本学会会長） 

13 ： 05 - 13 ： 10    趣旨説明   作野 誠一 氏 （早稲田大学／本学会理事） 

13 ： 10 - 14 ： 20    基調講演 「地域づくりと人材育成 」 

                                宮口 侗廸  氏 （早稲田大学） 

 

 

 

 

 

14 ： 20- 14 ： 40    調査報告 「エクセレントクラブに関する調査研究報告Ⅱ 」 

                                         （学会プロジェクト研究） 

               今宿 裕 氏 （神奈川大学／エクセレントクラブ研究会メンバー ） 

14 ： 40 - 15 ： 00   休憩 

15 ： 00 - 16 ： 50     シンポジウム 「豊かなクラブライフを支える人材の育成を考える 」 

               コーディネーター：作野 誠一 氏（早稲田大学／本学会理事） 

            □ これからのクラブ人材育成の課題：石川県における実践事例をもとに  

               西村 貴之  氏 （金沢星稜大学／エクセレントクラブ研究会メンバー ） 

                      □ 埼玉県におけるクラブ人材の育成とネットワーキング   

                           相澤 和江 氏（(一社) 彩の国 SC ネットワーク副理事長／ 

                     NPO法人スポーツ・サンクチュアリ・川口 クラブマネジャー）  

                      □ クラブマネジャーの力量と学びの過程 

                              西原 康行 氏（新潟医療福祉大学／本学会理事） 

16 ； 50 - 17 ： 00     閉会挨拶  中西 純司 氏 （立命館大学／本学会理事長） 

◆参加申し込み方法 

 参加を希望される方は、電話・FAX・電子メールのいずれかの方法で①氏名、②連絡先（住

所・電話番号・メールアドレス）、③所属をご連絡ください。 

＜参加申し込み・お問い合わせ先＞ 

 日本体育・スポーツ経営学会 第55回研究集会事務局 

    〒202-0021 東京都西東京市東伏見3-4-1 早稲田大学作野研究室 

    E-mail：sakuno@waseda.jp  TEL & FAX：042-451-1016   

［講師略歴］ 

富山県生まれ。東京大学理学部地理学科、同大学院博士課程において社会地理学を専攻（文学博士）。現在、

早稲田大学教育･総合科学学術院教授。総務省「過疎問題懇談会」座長、全国町村会「道州制と町村に関する

研究会」委員、富山県景観審議会会長ほか。著書に「若者と地域をつくる：地域づくりインターンに学ぶ学生

と農山村の協働」（共著）、「新・地域を活かす：地理学者の地域づくり論」など。 


